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9 月 定 例 会

9月定例会
令和3年度　決算の認定 　９月定例会は９日から15日まで、7日間の会期で開催

されました。
　令和３年度各会計の決算認定や、教育委員会委員の任
命についての人事案件など、20議案が原案の通り可決さ
れ、15日に閉会しました。

９月定例会は９日から16日まで、８日間の会期で開催さ
れました。
令和３年度各会計の決算認定や、教育委員会委員の任命
についての人事案件など、20議案が原案の通り可決され、
16日に閉会しました。

令和3年度 一般会計 収 入支 出

町民税や固定資産税、軽自動車税、
たばこ税などの税金

障がい者や高齢者に対する福祉の
充実、子育て支援などにかかるお金

学校教育、生涯学習、スポーツ振興
などの事業に要するお金

施設の使用料など

議会活動のためのお金

全般的な管理事務のためのお金

環境保全、疾病予防、健康増進など
にかかるお金

労働福祉の事業に必要な経費

農・林業振興のためのお金

商工業や観光の振興のためのお金

道路、公園や区画整理などの事業に
要するお金

消防、防災事業などに要するお金

災害によって生じた被害を復旧す
るためのお金

町の借金を返済する元金と利子などのお金

寄附金など

特定の国税を一定の基準で国が配
分するお金

特定の事業に対し、国や県から交付
されるお金

事業のために借り入れたお金

国から交付されるお金

町税 5億503万円（9.2％）　

民生費 14億2,501万円（27.3％）

教育費 4億9,867万円（9.6％）

使用料等 3,228万円（0.6％）　

議会費 7,410万円（1.4％）　　

総務費 10億6,088万円（20.3％）

衛生費 2億8,212万円（5.4％）

労働費 7万円（0.0％）

農林水産業費 4億27万円（7.7％）

商工費 8,149万円（1.6％）

土木費 4億3,617万円（8.4％）

消防費 1億8,268万円（3.5％）

災害復旧費 3,524万円（0.7％）

公債費 7億3,815万円（14.1％）

その他 8,076万円（1.5％）　

譲与税等 2億2,754万円（4.2％）　

国県支出金 9億4,266万円
（17.2％）

地方債 7億5,953万円（13.9％）　

地方交付税 23億8,146万円
（43.6％）

繰入金 1億3,874万円（2.5％）　

令和４年度への繰越金　2,866万円

差引額（黒字額） ２億2,350万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表監査委員　鎌田一浩　　
　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　　　   　　　　　　　　　　　 監査委員　松崎法通
〇一般会計、各特別会計ともに黒字決算…地方公共団体の財政健全化に関する法律に基づく数値は実質公
　債費比率のみ該当したが、8.1%で基準値を下回っており、健全財政を堅持した。
〇収入未済金回収への努力…徴収率は上がっているが、収入未済額の約62.7％を占める国保税、住宅使用
　料や簡易水道使用料などの未収金も増加または横ばい傾向にあり、厳格な対応を願いたい。
〇効果的な委託契約を…デジタル化に伴うシステム等の委託契約は特殊性から単独の随意契約となるこ
  とが多い。必要性の検討はもとより、競争性の確保や履行確認などの事務を進めていただきたい。

決算審査意見

52億1,485万円 54億6,701万円

※決算額の千円単位、割合の小数点以下
　を端数処理しています。

前年度からの繰越金
繰越金 3億9,901万円（7.3％）　

町
税
等
町
で
得
た
お
金

国
や
県
か
ら
得
た
お
金
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9 月 定 例 会
歳出総額 前年度比9.7% ５億5,819万円の減歳出総額 前年度比9.7% ５億5,819万円の減
継続事業を着実に実施継続事業を着実に実施

多くの方が訪れた越代のサクラ

住宅の建築も始まった宅地造成地

観　光

　１，５８６万４，２００円で越代のサク
ラ支柱修繕工事が竣工されました。
 越代のサクラは福島県内1本桜番付で横
綱となり、令和４年４月に推挙式が行わ
れました。

越代のサクラ支柱修繕事業

定住促進

　１５区画を造成し、令和３年度で４区
画が販売済みとなりました。
　売上２，０４９万６，２４０円が収入金
額となっています。

宅地造成事業

会計区分 歳入決算額 歳出決算額 収入未済額
（滞納額）

一 般 会 計 5 4 億 6 , 7 0 1 万 円 5 2 億 1 , 4 8 5 万 円 2 , 8 5 9 万 円

特

別

会

計

国 　 民 　 健 　 康 　 保 　 険 5 億 5 , 4 0 5 万 円 5 億 5 , 0 4 8 万 円 3 , 0 9 2 万 円
簡　　　易　　　水　　　道 1 億 6 7 万 円 9 , 6 2 4 万 円 1 8 2 万 円
農　業　集　落　排　水　事　業 8 , 4 9 4 万 円 8 , 3 6 9 万 円 2 9 6 万 円
林　業　集　落　排　水　事　業 1 , 9 6 6 万 円 1 , 8 9 7 万 円 0 万 円
介　　　護　　　保　　　険 8 億 2 , 2 9 0 万 円 7 億 3 , 5 9 7 万 円 3 3 7 万 円
後　期　高　齢　者　医　療 5 , 9 4 5 万 円 5 , 9 3 9 万 円 3 万 円
宅 　 地 　 造 　 成 　 事 　 業 1 億 2 , 4 6 3 万 円 1 億 1 , 1 8 6 万 円 0 万 円

合 　 　 計 7 2 億 3 , 3 3 1 万 円 6 8 億 7 , 1 4 5 万 円 6 , 7 6 9 万 円
前 年 対 比 9 1 . 4％ 9 3 . 3％ 8 9 . 0％

各会計の決算状況 （1万円未満四捨五入）
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決算決算
審査審査

議　案
第 62 号

Ｑ　Ｑ 

農
道
工
事
は
、
行
き

止
ま
り
の
道
は
や
ら
ず
、

道
と
道
を
つ
な
ぐ
工
事
は

や
る
と
い
う
考
え
方
か
。

A 

生
活
の
一
部
に
も
使

え
る
よ
う
に
考
え
、
町
道

ど
う
し
を
結
ぶ
形
で
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　Ｑ 
町
道
と
の
関
係
が
な

い
場
合
で
も
、農
道
整
備
の

対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A 

そ
の
よ
う
な
声
が
あ

る
の
も
承
知
し
て
お
り
、

対
応
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

Ｑ　Ｑ 

地
域
づ
く
り
支
援
事

業
補
助
金
は
当
初
予
算
で

２
２
５
万
円
計
上
さ
れ
て

い
た
が
、
決
算
に
な
い
の

は
申
請
等
が
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
か
。

A 

コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

Ｑ　Ｑ 

６
次
化
商
品
開
発
委
託

料
は
主
に
大
豆
ミ
ー
ト
の

製
造
か
。

A 

う
る
い
う
ど
ん
製
造
委

託
99
万
円
、
大
豆
ミ
ー
ト

製
造
委
託
２
４
６
万
円
で

す
。

Ｑ　Ｑ 

学
校
給
食
調
理
業
務
委

託
料
の
内
訳
は
。

A 

児
童
生
徒
の
給
食
費
が

２
３
２
５
万
円
で
、
給
食

セ
ン
タ
ー
運
営
費
は
町
の

負
担
割
合
約
61·

８
％
で

３
２
９
２
万
円
で
す
。

Ｑ　Ｑ 

中
学
生
全
体
の
英
語
検

定
の
結
果
は
。

A 

高
卒
程
度
の
２
級
３

名
、
高
校
中
級
程
度
の
準

２
級
７
名
、
中
卒
程
度
の

３
級
30
名
で
す
。

Ｑ　Ｑ 

Ｆ
Ｉ
Ｔ
構
想
推
進
協
議

会
負
担
金
が
な
い
が
、
こ
の

団
体
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

A 

福
島
県
・
茨
城
県
・
栃

木
県
で
の
地
域
づ
く
り
推
進

の
協
議
会
で
す
が
、
組
織
の

見
直
し
中
で
あ
る
た
め
、
3

年
度
の
負
担
金
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

Ｑ　Ｑ 

千
年
の
森
育
成
事
業

補
助
金
が
昨
年
度
よ
り

１
４
６
４
万
円
減
っ
て
い
る

理
由
は
。

A 

当
初
90
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

間
伐
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、実
績
が
44
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
な
り
ま
し
た
。

Ｑ　Ｑ 

道
路
整
備
に
重
要
な

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金（
社
総
金
）が
交
付
さ
れ

る
流
れ
は
。

A 

５
月
に
次
年
度
の
概

算
要
望
、
10
月
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
の
改
要
望
を

経
て
、
新
年
度
の
４
月
に

額
が
内
示
さ
れ
ま
す
。
現

在
は
要
望
額
の
３
割
程
度

が
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　Ｑ 

社
総
金
を
原
資
と
し

て
い
る
が
、
道
路
工
事
完

成
の
見
通
し
が
立
た
な
い

状
況
で
、
今
後
の
事
業
の

進
め
方
は
。

A 
社
総
金
は
年
々
減
っ
て

い
ま
す
の
で
、
町
道
の
改
良

は
過
疎
債
や
辺
地
債
な
ど

を
事
業
費
規
模
に
応
じ
て

使
い
分
け
し
て
進
め
て
い

き
ま
す
。

一
般
会
計

一
般
会
計

農
道
・
町
道
の
整
備

産
業
・
町
お
こ
し

給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど
学
校
関
係

令
和
3
年
度
古
殿
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

質
　
疑

質
　
疑
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Ｑ　Ｑ 

鎌
田
字
明
内
の
水
道
管
設
置
に
つ
い
て
の
進
捗
は
。

A 

課
内
で
話
合
い
は
あ
り
ま
す
が
、
実
施
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。

Ｑ　Ｑ 

介
護
保
険
料
の
収
入
未
済
額
３
３
7
万
円
に
お
け
る

第
１
号
被
保
険
者
と
第
２
号
被
保
険
者
の
内
訳
は
。

A 

全
て
第
１
号
被
保
険
者
の
方
で
す
。

Ｑ　Ｑ 

徴
収
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

A 

納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く
普
通
徴
収
の
方
に
な
り

ま
す
が
、
適
切
な
時
期
で
の
納
入
の
呼
び
か
け
を
し
ま
す
。

Ｑ　Ｑ 

介
護
保
険
料
を
納
め
な
い
と
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
上

で
問
題
が
発
生
す
る
の
か
。

A 

本
人
負
担
の
割
合
が
増
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

Ｑ　Ｑ 

不
用
額
、
繰
越
金
が
大
き
い
。
保
険
料
が
高
い
の
で

は
な
い
か
。

A 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
施
設
利
用
控
え
、
入
所
者
の
入
院
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
利
用
が
想
定
を
下
回
る
な
ど
し
て

繰
越
金
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
分
析
し
、
次
回
の
保

険
料
算
定
の
際
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

水
道
管
の
本
管
設
置
に
つ
い
て

介
護
保
険
料
の
適
正
な
徴
収
と
運
用
を

反
対

反
対

賛
成

賛
成

岡
部　
淳
一　
議
員

岡
部
　
淳
一
　
議
員

佐
藤　
弘
信　
議
員

佐
藤
　
弘
信
　
議
員

単
年
度
予
算
編
成
の
原
則
を
順
守
せ
よ

生
活
に
必
要
な
飲
料
水
対
策
を

引
き
続
き
効
率
的
な
財
政
運
営
を
要
望

適
正
な
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
る

　
繰
越
事
業
が
か
な
り
の
比
重
を
占
め
て
お
り
、

単
年
度
予
算
編
成
の
原
則
を
順
守
す
る
べ
き
で
す
。

ま
た
、
高
校
生
の
通
学
費
助
成
と
鎌
田
地
区
の
飲

料
水
対
策
の
実
施
、
道
の
駅
拡
張
に
お
け
る
取
り

組
み
や
公
共
交
通
網
の
進
捗
に
問
題
が
あ
る
こ
と

か
ら
反
対
と
し
ま
す
。

　
飲
料
水
対
策
は
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
こ
れ
ほ

ど
大
切
な
も
の
は
な
い
。
そ
れ
が
必
要
な
地
域
に
一
定

の
方
向
性
を
見
出
す
の
は
当
然
だ
っ
た
と
し
て
反
対

し
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
、

福
祉
向
上
の
た
め
の
各
種
事
業
が
実
施
さ
れ
て
お

り
、
引
き
続
き
所
要
の
財
源
確
保
と
、
効
率
的
な

財
政
運
営
、
経
費
の
削
減
等
に
努
め
ら
れ
る
よ
う

要
望
し
、
賛
成
し
ま
す
。

　
エ
リ
ア
内
の
住
民
に
飲
料
水
を
安
全
に
供
給
す
る

た
め
、
施
設
の
維
持
管
理
等
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
実

質
収
支
に
つ
い
て
も
黒
字
決
算
と
な
っ
て
お
り
、
適
正

な
運
営
に
取
り
組
ん
だ
結
果
と
し
て
賛
成
し
ま
す
。

議　案
第 64 号

議　案
第 67 号

論
討

論
討 質

　
疑

質
　
疑

質
　
疑

質
　
疑

起
立
多
数

   

可
決

起
立
多
数

   

可
決

全
員
賛
成

   

可
決

簡
易
水
道
特
別
会
計

簡
易
水
道
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

令
和
3
年
度
古
殿
町
簡
易
水
道
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
3
年
度
古
殿
町
介
護
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て



そ
の
他
の

そ
の
他
の

議
案
議
案
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議　案　
第53号

議　案　
第54号

議　案　
第52号

育
児
休
業
の

育
児
休
業
の

取
得
要
件
の
緩
和
等

取
得
要
件
の
緩
和
等

教
育
委
員
会
委
員
の

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
同
意

任
命
に
同
意

普
通
交
付
税
確
定
等

普
通
交
付
税
確
定
等

に
よ
る
増
額

に
よ
る
増
額

辺
地
計
画
の
変
更

辺
地
計
画
の
変
更

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
４
年
度
古
殿
町
一
般
会
計
第
２
次

補
正
予
算

古
殿
町
辺
地
総
合
整
備
計
画

の
変
更
に
つ
い
て

質　
疑

質　
疑

質
　
疑

質
　
疑

全
員
賛
成

可
決

全
員
賛
成

可
決

全
員
賛
成

可
決

渡
邉　
家
伸 

氏

住
所　
松
川
字
横
川

任
期　
令
和
４
年
10
月
８
日

　
　
　
　
　
　
か
ら

　
　
　
令
和
８
年
10
月
７
日

　
　
　
　
　
　
ま
で　
　

取
得
回
数
制
限
の
緩
和

町
道
松
久
保
・
鵰
巣
線
の
事
業
量
増

　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
に
よ
り
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の
。取

得
要
件
は
会
計
年
度
任
用
職
員
も
正
規
職
員
と

同
様
と
す
る
。

　
令
和
４
年
度
事
業
計
画
の
変
更
に
よ
る
も
の
。

　

３
億
２
８
５
４
万
円
を
増
額
し
、
総
額
を

44
億
８
１
７
７
万
８
０
０
０
円
と
す
る
も
の
。

○
増
額
の
主
な
内
容

歳
入　
普
通
交
付
税
確
定
に
よ
る
増

２
億
４
１
２
５
万
５
０
０
０
円

　
　
　
令
和
３
年
度
か
ら
の
繰
越
金　

１
億
７
３
５
０
万
３
０
０
０
円

歳
出　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
委
託
料

１
７
４
３
万
２
０
０
０
円

出
生
後
８
週
間
と
出
生
後
３
年
間
で
各
２
回

取
得
可
能
と
な
る
の
が
主
な
も
の
で
す
。

８
５
０
０
万
円
で
承
認
さ
れ
て
い
た
道
路
改

良
の
事
業
費
が
７
０
０
万
円
の
増
で
９
２
０
０
万

円
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。
一
般
財
源
は
４
１
９
７

万
５
０
０
０
円
か
ら
４
８
９
７
万
５
０
０
０
円
に

変
更
に
な
り
ま
す
。

　

一
般
財
源
の
う
ち
辺
地
対
策
事
業
債
予
定
額

３
７
３
０
万
円
が
４
４
３
０
万
円
に
増
額
し
て
い

ま
す
。変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

取
得
回
数
制
限
の
内
容
は
。

内
容
は
ど
う
変
更
さ
れ
る
の
か
。

辺
地
対
策
事
業
債
も
増
額
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
一
般
財
源
の
町
の
持
ち
出
し
に
変
わ
り
は
な

い
の
か
。

人
事
案
件

議　案　
第50号



借金 貯金

〜一般会計分〜

（１万円未満四捨五入、端数処理あり）

（１万円未満四捨五入、端数処理あり）

税
金
・
使
用
料
等

税
金
・
使
用
料
等

のの
滞
納
額
滞
納
額

町 の 貯 金町 の 貯 金 とと借 金借 金

主な内容

※算入率とは、返還金の一部が交付
税として入ってくる割合を示した
ものです。１００％の場合は国が
全額負担をするということです。

※基金とは、特定の目的のために財
産を維持し、資金を積み立てる「積
立基金」、定額の資金を運用するた
めの「運用基金」があります。

用用語語
チチェェッックク

ふるどの議会だより　第161号
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46
48
50
52
54
56
58
60
62

収入未済６，７６９万円

１，８３４万円

３，０９２万円

９８２万円

３３７万円

60億４,６２５万円 （町債） 33億8,６47万円
（積立基金 31億5,904万円）
（運用基金 　2億2,743万円）過疎対策事業債  １億２，６３０万円の発行

◯財政調整基金　１２億５６３万円

奨学資金貸付基金　７，２４３万円

◯文教厚生施設等整備基金
１0億６，７０２万円

積立基金

運用基金

※借入金は元金です。

元金 ２７億４，４７６万円
算入率７０％※

１億８，９０８万円の増

５１万円の増

１億７，４２２万円の増

計画に基づいて行う事業の財源として
特別に発行が認められた地方債。

不足した財源の補てんに使われます。

奨学金の貸与に使われます。

平
成
28
年

51億
53億 54億

57億

60億 60億

平
成
29
年

平
成
30
年

令
和
元
年

令
和
２
年

令
和
３
年

億 町 債 の 推 移

教育、文化、生活を健康で豊かな
ものにする施設等に使われます。

※

※

◯町税 （町民税・固定資産税
　・軽自動車税）

◯国民健康保険税

◯住宅使用料

◯介護保険料
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議案番号 議　案　名 採
決

１
鈴
木

２
常
盤

３
松
崎

４
野
崎

５
藁
谷

７
矢
内

９
岡
部

10
木
戸

11
佐
川

12
緑
川

議案
第50号

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

P6に掲載

議案
第51号

古殿町地方活力向上地域における固定資産税の課税免
除及び不均一課税に関する条例の一部を改正する条例 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

地域再生法等の改正に伴う適用期限の延長など

議案
第52号

古殿町辺地総合整備計画の変更について 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

P6に掲載

議案
第53号

教育委員会委員の任命について 同
意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

P６に掲載

議案
第54号

令和４年度古殿町一般会計第２次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

P6に掲載

議案
第55号

令和４年度古殿町国民健康保険特別会計第２次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇令和３年度からの繰越金確定などによる補正。33万

8,000円を減額し、５億6,526万3,000円とする

議案
第56号

令和４年度古殿町簡易水道特別会計第１次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇令和３年度からの繰越金確定などによる補正。412万

7,000円を増額し、１億8,951万5,000円とする

議案
第57号

令和４年度古殿町農業集落排水事業特別会計第１次補
正予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇令和３年度からの繰越金確定などによる補正。125万
3,000円を増額し、１億4,473万9,000円とする

議案
第58号

令和４年度古殿町林業集落排水事業特別会計第１次補
正予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇令和３年度からの繰越金確定などによる補正。68万
9,000円を増額し、2,718万2,000円とする

議案
第59号

令和４年度古殿町介護保険特別会計第１次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇令和３年度からの繰越金確定などによる補正。8,909

万円を増額し、９億1,167万7,000円とする

議案
第60号

令和４年度古殿町後期高齢者医療特別会計第１次補正
予算 可

決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇令和３年度からの繰越金確定などによる補正。８万
7,000円を増額し、6,232万1,000円とする

議案
第61号

令和４年度古殿町宅地造成事業特別会計第１次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇令和３年度からの繰越金確定などによる補正。1,277万

3,000円を増額し、1,407万5,000円とする

〇は賛成、×は反対、緑川議長は採決に加わらない。

議案審議と各議員 の 賛賛 否否9月定例会

ふるどの議会だより　第161号
令和 4年 10月20日発行 8

8
佐
藤
(一)

6
佐
藤
(弘)
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議案番号 議　案　名 採
決

１
鈴
木

２
常
盤

３
松
崎

４
野
崎

５
藁
谷

７
矢
内

９
岡
部

10
木
戸

11
佐
川

12
緑
川

議案
第62号

令和３年度古殿町一般会計歳入歳出決算の
認定について 

Ｐ2～5
に掲載

認
定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

議案
第63号

令和３年度古殿町国民健康保険特別会計歳
入歳出決算の認定について

Ｐ3に
掲載

認
定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第64号

令和３年度古殿町簡易水道特別会計歳入歳
出決算の認定について

認
定 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇Ｐ3・5に

掲載
議案

第65号
令和３年度古殿町農業集落排水事業特別会
計歳入歳出決算の認定について Ｐ3に

掲載

認
定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第66号

令和３年度古殿町林業集落排水事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

認
定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第67号

令和３年度古殿町介護保険特別会計歳入歳
出決算の認定について

認
定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇Ｐ3・5に

掲載
議案

第68号
令和３年度古殿町後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算の認定について

認
定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇Ｐ3に

掲載議案
第69号

令和３年度古殿町宅地造成事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

認
定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

常 任 委 員 会 の 活 動常 任 委 員 会 の 活 動
木質バイオマスガス化発電施設などを視察木質バイオマスガス化発電施設などを視察

○木質バイオマスガス化
　発電施設の質疑
Q　本格稼働はいつか。
A　2024年３月です。
Q　雇用は。
A　５名程度です。

○町道越代・熊倉線改良
　工事の質疑
Q　事業完了年度は。
A　交付金の決定により予算計上と
　　なるため確定していません。
Q　工事の進捗率は。
A　約30％です。

発電施設について説明を受ける委員

　産業建設常任委員会は、旧論田小学校跡地利用状況（木質バイオマスガス化発電施設）、町道越
代・熊倉線改良工事、大網庵改装用途変更工事を視察し、状況を確認しました。

8
佐
藤
(一)

6
佐
藤
(弘)
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鈴 木 　 隆 議員 ………………………… 11
（１）高校生への通学助成について
（２）郷土愛を育む論語学習について

佐 藤 弘 信 議員 ………………………… 14
（１）公共交通体系の再構築について

藁 谷 直 𠮷 𠮷   議員 ………………………… 13
（１）飼料及び化学肥料価格高騰の施策について
（２）防犯灯・防犯カメラについて

岡 部 淳 一 議員 ………………………… 12
（１）地域交通最適化事業現時点の進捗状況
（２）コロナ感染拡大での状況認識と対応
（３）国葬と旧統一教会問題への地方自治体の対応

野 崎 喜 彦 議員 ………………………… 15
（１）行財政執行の現状と今後の運営等について
（２）生活困窮者への生活支援について

常 盤 浩 章 議員 ………………………… 16
（１）予算について
（２）全国学力テストについて

　一般質問は 9 月 14 日に 6 人の議員が 12 問の質問を行いました。質疑の一部を要約し
てお伝えします。

町政町政をを質質すす
町民の声を伝える

町政に生かす

町の考えをただす

ふるどの議会だより　第161号
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一
般
質
問
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通学助成

論語学習

Q 高校生への通学助成は

Q 郷土愛を育む論語学習は

A 無利子でお貸ししています

A 小学校と中学校の国語科で学んで
　 おります

 

鈴
木　

学
校
ま
で
路
線
バ

ス
で
の
運
行
時
間
で
対
応
で

き
な
い
生
徒
た
ち
の
た
め

に
、
町
独
自
で
バ
ス
等
の
運

行
を
す
る
予
定
や
、
現
在
、

各
家
庭
で
送
迎
さ
れ
て
い
る

方
々
へ
の
個
別
の
助
成
、
ま

た
、
通
学
距
離
が
遠
い
た
め
、

下
宿
等
さ
れ
て
い
る
生
徒
た

ち
の
た
め
に
助
成
す
る
こ
と

を
考
え
る
か
。

 

町
長　

以
前
の
議
会
答
弁

と
重
な
り
ま
す
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
高
校
生
に
対
す
る
通

学
費
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

町
奨
学
金
の
中
で
通
学
資
金

と
し
て
無
利
子
で
お
貸
し
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
活
用
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

 

鈴
木　

幼
少
期
の
学
習
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
が
、
現
在
、
郷
土
愛

を
育
む
学
習
は
行
わ
れ
て
い

る
か
。

 

教
育
長　

各
学
年
の
指
導

計
画
に
位
置
づ
け
て
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
や
社
会

科
、
道
徳
、
学
級
活
動
の
時

間
に
お
い
て
学
習
し
て
お
り

ま
す
。

 

鈴
木　

古
来
よ
り
我
が
国

で
心
の
拠
所
と
さ
れ
る
論
語

は
、
近
代
史
ま
で
精
神
的
な

骨
格
で
あ
る
と
理
解
し
て
い

ま
す
。
全
国
で
「
子
供
論
語

塾
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

素
読
を
通
し
て
名
文
、
名

句
が
そ
の
後
に
人
格
形
成
の

根
本
を
育
む
と
考
え
ら
れ
る

が
、
そ
の
よ
う
な
「
論
語
学

習
」
を
子
供
た
ち
の
た
め
に

行
う
考
え
は
あ
る
か
。

 

教
育
長　

小
学
校
５
年
生

の
国
語
科
と
中
学
校
３
年
生

の
国
語
科
に
お
い
て
、
論
語

学
習
と
し
て
音
読
や
暗
唱
、

考
え
方
の
理
解
を
学
ん
で
お

り
ま
す
。

鈴
す ず き

木　隆
たかし

 議員

一 般 質 問

県内でも開催されている「こども論語塾」

人の道を学ぶ論語の素読
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地域交通

コロナ対応

Q 地域交通最適化事業の進捗状況は

Q コロナ感染の状況認識と対応は

A 町の公共交通の変化などを踏まえ
　 在り方を協議しています

A 事業者としての接触者の特定・検査
 を実施しています

 

岡
部　

国
の
公
共
交
通
へ

の
対
応
が
変
っ
た
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
内
容
は
。
町
へ

の
影
響
は
。

 

町
長　

特
別
交
付
税
算
定

で
地
方
バ
ス
路
線
運
行
維
持

に
要
し
た
経
費
の
８
割
が
措

置
さ
れ
、
町
が
支
出
し
て
い

る
補
助
金
の
財
源
が
交
付
税

措
置
さ
れ
ま
す
。

 

岡
部　

地
域
協
議
会
へ
の

国
や
県
の
参
加
は
な
ぜ
必
要

か
。

 

町
長　

適
切
な
乗
合
運
送

や
運
賃
・
料
金
に
関
す
る
こ

と
、
新
た
な
負
担
を
実
施
す

る
協
議
の
場
合
に
は
必
要
で

す
。

 

岡
部　

実
証
実
験
は
す
る

の
か
。
そ
の
方
向
性
は
。

 
町
長　
今
後
、
検
討
し
ま
す
。

 
岡
部　

町
計
画
へ
の
民
間

業
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や

事
業
参
加
の
意
向
は
あ
る
の

か
。

 

町
長　
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

 

岡
部　

事
業
協
議
の
進
捗

は
。

 

町
長　
総
務
課
に
設
置
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
内
で

委
託
し
た
業
務
の
成
果
、
町

の
公
共
交
通
の
変
化
を
踏
ま

え
、
在
り
方
を
協
議
し
て
い

ま
す
。
協
議
後
に
関
係
課
お

よ
び
関
係
団
体
と
具
体
的
協

議
を
進
め
ま
す
。

 

岡
部　

町
の
感
染
対
策
は

何
か
。

 

町
長　
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
希

望
さ
れ
る
方
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

申
込
受
付
が
主
な
も
の
で

す
。

 

岡
部　

町
で
軽
症
、
中
等

症
、
重
症
を
把
握
し
て
い
る

の
か
。

 

町
長　

町
で
感
染
者
の
症

状
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い

ま
せ
ん
。

 

岡
部　

重
症
化
し
た
感
染

者
の
医
療
対
応
に
問
題
は
な

い
の
か
。

 

町
長　
陽
性
の
診
断
を
行

っ
た
医
療
機
関
と
保
健
所
で

協
議
し
、
保
健
所
が
調
整
し

ま
す
。

 

岡
部　

感
染
者
と
濃
厚
接

触
者
の
周
り
の
接
触
者
へ
の

検
査
状
況
は
。

 

町
長　

陽
性
者
の
接
触
者

に
は
、
保
健
所
で
必
要
に

応
じ
行
政
検
査
を
し
て
い
ま

す
。
町
は
不
安
の
あ
る
方
の

相
談
に
応
じ
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

申
込
と
医
療
機
関
受
診
を
勧

め
、
こ
ど
も
園
、
児
童
ク
ラ

ブ
で
陽
性
者
が
発
生
し
た
場

合
、
事
業
者
と
し
て
接
触
者

の
特
定
と
検
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

 

岡
部　

検
査
キ
ッ
ト
配
布

の
町
独
自
策
は
。

 

町
長　

県
の
配
布
制
度
の

周
知
を
図
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の

　「
国
葬
と
旧
統
一
教

会
問
題
へ
の
地
方
自
治

体
の
対
応
」
に
つ
い
て

の
質
問
も
行
い
ま
し
た
。

質
問

岡
お か べ

部　淳
じゅんいち

一 議員

一 般 質 問

配布された検査キット

通学に欠かせないスクールバス
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農業政策

防犯対策

Q 飼料・化学肥料価格高騰に対する支援は

Q 公共施設等への防犯カメラ設置は

A 国県の状況を注視しながら検討します

A 総合的に検討します

藁
谷　
町
の
家
畜
農
家
（
酪

農
家
、
和
牛
農
家
、
養
鶏
農
家
）

と
水
稲
農
家
は
何
戸
か
。

 

町
長　

酪
農
家
２
戸
、
和
牛

農
家
65
戸
、
養
鶏
農
家
１
戸
、

水
稲
農
家
は
約
８
０
０
戸
で

す
。

　
今
年
の
６
月
、
夜
間
に
町

民
の
方
が
公
共
施
設
内
で
研

修
中
、
駐
車
場
に
駐
車
し
て

お
い
た
と
こ
ろ
、
車
３
台
の

ド
ア
ガ
ラ
ス
が
破
ら
れ
、
車

内
に
置
い
た
財
布
か
ら
現
金

な
ど
が
盗
ま
れ
る
車
上
荒
ら

し
の
事
件
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

 

藁
谷　
町
の
公
共
施
設
駐
車

場
な
ど
で
過
去
に
車
上
荒
ら

し
な
ど
の
犯
罪
等
が
発
生
し

た
事
案
は
あ
る
か
。

 

町
長　
今
年
の
車
上
荒
ら
し

以
外
は
な
か
っ
た
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

藁
わらがや

谷　直
なおよし

吉 議員

一 般 質 問
 

藁
谷　

町
の
公
共
施
設
駐

車
場
な
ど
に
街
路
灯
・
防
犯

灯
を
増
設
す
る
考
え
は
。

 

町
長　

総
合
的
に
検
討
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

藁
谷　

町
の
こ
ど
も
園
、

小
学
校
、
中
学
校
に
防
犯
カ

メ
ラ
な
ど
を
設
置
す
る
考
え

は
。

 

町
長　

総
合
的
に
検
討
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

藁
谷　

町
の
公
共
施
設
内

や
駐
車
場
な
ど
に
、
防
犯
カ

メ
ラ
な
ど
を
設
置
す
る
考
え

は
。

 

町
長　

総
合
的
に
検
討
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

飼料価格高騰の影響を受ける和牛農家
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Q 町の公共交通体系の再構築を進めよ
A ご指摘の点を踏まえ検討していきます

　
町
で
は
、
公
共
交
通
体
系

の
見
直
し
を
図
る
べ
く
、
計

画
委
託
事
業
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
今
後
の
実
効
性
の
あ

る
再
構
築
が
望
ま
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

庁
内
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
協
議
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
ど
の

よ
う
な
状
況
で
あ
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
課
題
が
考
え
ら

れ
る
の
か
、
町
の
基
本
的
な

考
え
を
伺
い
ま
す
。

 

佐
藤　

公
共
交
通
体
系
の

再
構
築
に
あ
た
り
、
事
業
化

の
目
的
は
。

 

町
長　

町
の
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
お
よ
び

利
便
性
の
向
上
が
目
的
で

す
。

重要な交通手段となっている循環バス

 

佐
藤　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
構
成
、
開
催
頻
度
は
。

 

町
長　

総
務
課
長
を
は
じ

め
、
総
務
課
員
５
人
で
構
成

し
て
お
り
ま
す
。

　
開
催
頻
度
は
、
必
要
に
応

じ
て
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。

 

佐
藤　

全
国
の
自
治
体
で

導
入
さ
れ
て
い
る
デ
マ
ン
ド

型
の
公
共
交
通
で
重
要
な
の

は
、
業
務
を
委
託
で
き
る
事

業
者
が
い
る
こ
と
だ
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

 

町
長　
ご
指
摘
の
と
お
り
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

 

佐
藤　

公
共
交
通
体
系
の

再
構
築
は
、
免
許
返
納
者
に

対
す
る
利
便
性
の
確
保
、
交

通
空
白
地
帯
を
対
象
に
、
住

民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
交

通
手
段
と
し
て
、
地
域
の
特

性
・
環
境
、
既
存
の
交
通
と

併
せ
て
考
慮
す
べ
き
と
考
え

る
が
。

 

町
長　
ご
指
摘
の
と
お
り
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

 

佐
藤　

町
の
福
祉
バ
ス
・

へ
き
地
バ
ス
は
、
他
の
自
治

体
に
先
駆
け
て
運
行
さ
れ
て

い
る
が
、
運
行
開
始
時
期
と

利
用
状
況
は
。

 

町
長　

福
祉
バ
ス
は
平
成

12
年
、
へ
き
地
バ
ス
は
昭
和

54
年
よ
り
運
行
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、

延
べ
８
方
部
に
運
行
し
て
い

る
バ
ス
の
１
日
当
た
り
平
均

利
用
者
数
が
、
令
和
３
年
度

４
．
６
人
、
令
和
２
年
度
６
．

３
人
で
す
。

 

佐
藤　

公
共
交
通
体
系
の

再
構
築
に
は
大
変
な
労
力
が

必
要
で
す
。
今
運
行
し
て
い

る
福
祉
バ
ス
・
へ
き
地
バ
ス

の
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り

組
み
、
そ
の
後
、
徐
々
に
見

直
し
て
い
く
こ
と
も
可
能
で

あ
る
と
思
う
が
、
見
解
は
。

 

町
長　

ご
指
摘
の
点
を
踏

ま
え
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

佐
さ と う

藤　弘
ひろのぶ

信 議員

一 般 質 問

地域交通
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町内を走る路線バス

NPO 法人が行っている弁当支援

行財政

生活支援

Q 行財政執行の現状と今後は
　 公共交通最適化事業はどう進めるのか

Q 生活困窮者への生活支援を

A プロジェクトチームをつくり
　  検討しています

A 国の動向を見極め対処します

　
社
会
を
取
り
巻
く
経
済
情

勢
は
甚
だ
厳
し
く
、
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
高
止
ま
り
の
状
況
に
あ

り
、
収
束
の
兆
し
が
見
え
ま

せ
ん
。

　
更
に
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
端
を
発
し
た
物

価
高
騰
は
、
食
料
品
や
農
業

用
資
材
、
肥
料
な
ど
の
価
格

上
昇
に
表
れ
て
い
ま
す
。

 

野
崎　
道
の
駅
拡
張
の
方
針

と
計
画
、
土
地
交
渉
の
現
状

は
。

 

町
長　
機
能
の
充
実
を
図
る

の
が
目
的
で
す
。
土
地
交
渉

は
合
意
に
至
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。

 

野
崎　
公
共
交
通
最
適
化
事

業
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

 

町
長　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
協
議
し
て
い
ま
す
。

 

野
崎　
道
路
沿
い
の
支
障
木

と
土
砂
流
出
危
険
箇
所
の
安

全
対
策
は
ど
う
進
め
て
い
る

の
か
。

 

町
長　
地
権
者
の
同
意
を
得

て
除
去
し
て
い
ま
す
。
県
と

と
も
に
危
険
箇
所
の
周
知
を

行
っ
て
い
ま
す
。

 

野
崎　
道
路
沿
い
の
草
刈
り

作
業
は
ど
の
よ
う
な
計
画
で

進
め
る
の
か
。

 

町
長　
町
内
業
者
へ
６
月
下

旬
か
ら
11
月
上
旬
頃
ま
で
作

業
委
託
を
し
ま
す
。

　
町
で
は
こ
れ
ま
で
、
生
活

困
窮
者
等
に
対
す
る
支
援
を

継
続
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
現
下
の
物
価
上
昇
が
続

く
中
に
あ
っ
て
、
特
に
、
ひ

と
り
親
世
帯
の
方
々
の
家
計

維
持
が
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

 

野
崎　
生
活
困
窮
者
の
現
状

は
。

 

町
長　
「
ひ
と
り
親
世
帯
」

は
39
世
帯
50
人
、「
生
活
保

護
世
帯
」
は
26
世
帯
32
人
、

「
住
民
税
非
課
税
世
帯
」
は

４
７
３
世
帯
（
国
の
10
万
円

給
付
対
象
と
な
り
得
る
）
で

す
。

 

野
崎　
い
わ
ゆ
る
「
生
活
困

窮
者
」
等
の
認
定
基
準
は
。

 

町
長　

ひ
と
り
世
帯
の
場

合
、
住
民
税
非
課
税
と
な
る

の
は
給
与
収
入
93
万
円
が
目

安
で
す
。

 

野
崎　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の

「
こ
ど
も
食
堂
・
弁
当
支
援
」

な
ど
の
支
援
要
請
は
。

 

町
長　

要
請
は
あ
り
ま
せ

ん
。

 

野
崎　

ひ
と
り
親
世
帯
等

へ
の
特
別
な
支
援
策
は
あ
る

か
。

 

町
長　

今
後
、
国
の
動
向

を
見
極
め
対
処
し
ま
す
。

野
の ざ き

崎　喜
よしひこ

彦 議員

一 般 質 問



 

常
盤　
全
国
学
力
テ
ス
ト
結

果
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

 

教
育
長　
結
果
を
分
析
し
て

今
後
の
指
導
に
役
立
て
る
よ

う
校
長
会
、
教
頭
会
に
お
い

て
確
認
し
ま
し
た
。

 

常
盤　
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

に
つ
い
て
、
全
国
と
比
べ
て

県
の
位
置
は
。

 

教
育
長　
小
中
学
校
と
も
に

３
教
科
全
て
で
全
国
平
均
を

下
回
っ
て
お
り
ま
す
。

 

常
盤　
結
果
を
踏
ま
え
て
Ｐ

Ｔ
Ａ
等
の
保
護
者
と
の
協
議

会
等
の
開
催
は
。

 

教
育
長　
開
催
す
る
予
定
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
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Q 来年度における歳入の見通しは

Q 全国学力テスト結果についての考えは

A 厳しい状況が続くと想定されます

A 結果を分析し、今後に役立てます

 
常
盤　
過
去
５
年
間
の
自
主

財
源
の
推
移
は
。

 

町
長　
地
方
公
共
団
体
が
自

主
的
に
収
入
す
る
自
主
財
源

は
町
税
や
固
定
資
産
税
等
で
、

令
和
元
年
度
か
ら
は
11
億
円

台
で
す
。

 

常
盤　
今
後
の
自
主
財
源
の

見
通
し
は
。

 

町
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
や
人
口

減
少
等
に
伴
い
、
地
方
税
の

減
収
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

自
主
財
源
の
確
保
は
厳
し
さ

を
増
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。

 

常
盤　
来
年
度
に
お
け
る
歳

入
の
見
通
し
は
。

 

町
長　
現
時
点
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
や
人
口
減
少
等
に
伴
い
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。

 

常
盤　
歳
出
に
お
け
る
公
債

費
に
つ
い
て
は
。

 

町
長　
現
段
階
の
償
還
計
画

に
お
い
て
は
、
本
年
度
償
還

見
込
み
の
７
億
６
８
１
７
万

９
千
円
を
ピ
ー
ク
に
、
令
和

７
年
度
に
は
７
億
円
を
下
回

る
見
込
み
で
す
。
有
利
な
地

方
債
の
活
用
を
図
り
つ
つ
、

財
政
指
標
を
注
視
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
健
全
財
政
の

維
持
に
努
め
ま
す
。

常
と き わ

盤　浩
ひろのり

章 議員

一 般 質 問

予算

学力テスト

学校でテストを受ける中学生



改修を終えた大網庵
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テーマ

追跡レポート
その後

どうなった？
No.59

大網庵を観光の拠点に大網庵を観光の拠点に

その後のその後の
対　　応対　　応

Q　令和３年１２月一般質問から
大網庵を他町村の人たちに利用してもらう方策
を考えているのか。

Ａ　町長答弁

テレワークや田舎暮らし体験などが可能となる
施設改修を予定しており、町外の方の利用も積
極的に受け入れていきたいと考えております。

大網庵に滞在して、古殿
町のよさをもっと知っ
てもらいたいね！

大網庵の改修が完了しました。
関係人口創出事業として大網庵改修工事を６月２７日に竣工しました。調理室、
部屋をリフォームし、ワーケーションなどで来町される方も気軽に過ごせる施設
となりました。
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古殿町のホームページからもご覧いただけます。
古殿町 検　索 町議会へ

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
次回の
定例会
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No.

上旬

今回紹介するのは今回紹介するのは、、「（株）山叶鉄筋工業「（株）山叶鉄筋工業」」の皆さんです。の皆さんです。
９

12月

平成29年に鉄筋組み立て工事を
行った小名浜マリンブリッジ

㈱山叶鉄筋工業の皆さん

＊会社設立の歴史と組織を教えてください＊会社設立の歴史と組織を教えてください

平成 2年創業

地域インフラ整備に高品質対応で貢献します

　山叶鉄筋工業は論田五斗蒔田地内に鉄筋工
事業として、平成 2年に先代の水野英雄氏が
創業しました。地域内外の建設会社や大手建
設会社の需要に対応し、現在 2代目の水野清
一氏を先頭に、高規格な鉄筋工事を行ってい
ます。

＊会社における基本的な考え方は何ですか。＊会社における基本的な考え方は何ですか。

　鉄筋加工組み立て工事を通じて町内の住宅基礎から港湾橋脚、トンネル、ダムなど重要構
造物に携わってまいりました。鉄筋そのものはコンクリートに覆われ、完成しても見ること
はできませんが、コンクリート構造を支える最重要な工事です。そして、見えなくなるから
こそ「品質」にこだわり、社名のとおり山（目標）を叶える会社として、社員一同、社会資
本整備の一翼を担い、地域貢献を目指しております。




